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和光会会報Ｎｏ．４２

－菱電サービス（菱サ）～三菱電機ビルテクノサービス（MELTEC）本社ＯＢ会－

◆ 第１３回総会開催

第１３回和光会総会が６月１３日（土）１５：００から町屋システムプラザＢ館８階大会議室において

７３名の会員が出席され盛大に開催されました。

総会に先立ち１２年ぶりに希望者を対象にＭ’s station＆ＭＩＣの見学会を開催いたしました。予定は

１３：３０からでしたが、予定より早く来られた方が多く、３６名の方を２組に分けて予定を早め、実

施しました。Ｍ’s station説明は前館長の道橋弘昌さんに、ＭＩＣはＭＩＣ統括部長をされた佐々木憲一

さんにお願いいたしました。どちらも質問が相次ぎ、予定時間を超えて見学終了。

総会は、定刻の１５：００に布施幹事により開会が宣言され同幹事の総合司会により進行されました。

昨年同様、幹事を代表して土屋代表幹事より、要旨次の通り開会挨拶がありました。

皆さん 今日は、幹事の土屋です。 昨年のＯＢ会でも若

手幹事から挨拶を・・と云うことで私が挨拶させて頂きまし

たが、今年もせよとのことで登壇させて頂きました。若いと

言いましても私も来年には古希稀なりの年齢になります。Ｓ

４０年入社ですので、丁度今年で入社５０年となります。教

育センターが産声を上げた年でしたので教育センターも５０

年の節目を迎えたと思います。３月の和光会幹事会のおりに

教育センターの見学機会があり、新しい寮を中心に見学させ

て頂きましたが、私たちが入社した頃は１２畳の畳部屋でし

た。１年間の教育期間を経て会社生活が始まり、そして職場

の先輩の皆さまのご指導ご支援を得て育てて頂き、今日があ

ると思うと、感慨深いものでした。新寮は時代の先端を行く

設備をふんだんに取り入れられ素晴らしいものでした。

常に当社の経営の柱に社員教育がある事、そして当社の発

   展を見学を通じ垣間見た次第です。是非ＯＢ会の行事の中で

教育センターの見学機会があればと思った次第です。

さて、今年度ＯＢ会は８０名弱の参加で昨年より多くの方に参加頂いております。また、新加入の方々

も８名居られます。加入を心より歓迎いたします。 ＯＢ会開催にあたり、本日は教育センターと同様、

経営の柱として位置づけられている、安全・衛生・健康の総本山である安全衛生本部より、取締役本部長

の村上本部長にご出席 頂いております。ご多忙の中、ご出席心より御礼申し上げます。本会は人事部を

始め会社関係者のご支援ご協力があってこそ開催出来ております。人事部より大えきさんにご出席頂いて

おります。御礼申し上げます。 我々幹事だけでは開催に漕ぎつけるものではありません。ＭＴＢの皆さ

んのお力添えがなければ開催できません。

本日より新しい支援者も加わって頂いていると聞いております。心より御礼申し上げます。

今日一日楽しい時間を共用頂けます事を祈念し開会の挨拶と致します。

続いて総会議案の審議に入り、事務局の寺門幹事より、配布資料に基づいて下記の報告がありました。

① 第１２期事業報告（当日配布資料）

② 第１２期会計報告（当日配布資料）

それに基づき、佐藤監事より③ 第１２期会計監査報告があり、それぞれ、拍手を持って承認されました。

幹事代表挨拶・土屋幹事



  

2/14

来賓ご挨拶 取締役村上本部長

今年は幹事の改選期にあたり、新幹事の推薦があり、下記の方々が拍手を持って承認されました。

大家昌五・金井敏幸・佐々木憲一(新任)・佐藤貞夫・地頭所惇・篠原徳興・土屋善治・寺門三男・

橋本英雄・原田憲一・・布施昌義・・松崎啓子・若宮きみ子・渡辺冨美子

以上計１４名

なお、和光会設立に尽力され、ＭＴＢに委託するまで事務局業務に活躍された中島久子さんをはじめ、沼部光

雄・東山孝幸・松尾清治・さんの４名の方が退任されました。長い間ご苦労様でした。

次に寺門幹事から第１３期事業計画（配布資料参照）が配布資料の通り提案され、多数の拍手を持って承認

されました。

最後に次のようなお知らせあり。

①カレンダーの追加・手帳の頒布についての申し込み方法の説明

    （すでに６/３０に申し込みは締め切りました。）

②ＭＴＢ和光会の連絡・問い合わせ窓口の変更

続いて布施幹事の司会により懇親会へ！

はじめに会社を代表して取締役村上本部長より来賓ご挨拶ががありました。

ご挨拶要旨は下記の通り。

安全衛生本部を担当させて頂いております村上です。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

安全衛生本部は、２０１２年に本部として発足し今年で４年

目、システムプラザの８階でオフィススペースの最上階に神棚

をお祀りして、日々、業務の安全を祈願しております。

本部の体制は健康相談室の医師１名と保健師２名を含め１３

名の陣容となっております。本社はコンパクトな組織ですが、

支社は、東京、関西に加え、今年から中部も部制に格上げする

等、着実に充実が図られており、本社・支社一丸となって業績

の礎となる「安全な職場作り」に取り組んでおります。

１．当社の業績について

昨年度（２０１４年度）の受注高は３，２５７億円、また

完成工事高は３，２１５億円と４年連続の増収となり過去最高となりました。なお、完成工事高の内訳は、

昇降機事業が２，１２１億円、ファシリティ事業が１，０９４億円でした。

この業績を支えるべく今年度も３７３名の新入社員を迎えることができ、社員総数９，０００名まで後

わずかという状況になっております。諸先輩方々の作って来られた歴史に改めて感謝申し上げます。

この約９，０００名の社員と協力会社社員の安全管理が私達安全衛生本部にとっての大きな仕事になっ

ております。

２．安全について

昨年度は、残念ながら多くの災害が発生しました。これは、２０１４年の厚生労働省統計のレポートに

ある「建設業の災害が３０％近く増加、消費税前の駆け込み需要に伴う生産活動や物流の増加が大きな要

因、以降も対前年を上回る傾向、今産業活動が引き続き活発になっていると考えられる」のとおり全国的

な傾向と言え、まさに当社も同様の環境にありました。

社員災害も増加しましたが、特に協力会社の災害が、昇降機モダニやファシリティ事業における工事の

増加に比例した以上に発生した年でした。

今年度も、経営方針で真っ先に「安全最優先」を掲げており、「リーダーの安全マインドを途切らせる事

なく」というスローガンで安全な職場作りに取り組んでおります。
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乾杯ご発声・中南雅行氏

こうした中、今年度も、協力会社の清掃員が膝をついて骨折、掃除機で打撲、空調機点検で転倒、昇降

機も新設やモダニゼーション工事にて災害が発生してしまいました。

社員災害では、入社二年目の女性営業担当者が路上で足を捻って骨折、女性社員が事務所で転倒し打撲、

屋上防水の現場代理人が屋上で転倒して肉離れ、という災害が 5月までに発生してしまいました。

３．品質について

品質関連指標は改善傾向にあります。特に昇降機は顕著な改善が見えており、まずはモダニゼーション

の効果、そして保守・保全、修理を徹底的に実施、その保守技術習得の為の地域テクニカルセンターの開

設等、そして教育の充実という、施策展開の効果であると思っております。これら施策の継続でさらに品

質が高まっていくものと期待しております。

６月２２日には先ほどお話しました今年度の新入社員３７３名が現場等へ配属されます。

安全衛生本部では、「教えて育てる安全作業」というタイトルで安全ニュースを作成・配布し、職場に対

して新入社員や経験の浅い作業者への気配りや心配りを通して、特に若い人たちの災害防止のお願いをし

ております。

皆様も駅や町中等で彼らの若々しい作業服姿を見ることがあるかと思いますが、是非、心の中で応援し

て頂ければ幸甚です。

最後に、先ほど報告しました社員災害の後の２事例「転倒による打撲、肉離れ」は、ご高齢の方でし

た・・・・・・。

つきましては、皆様の益々のご健勝をお祈りして本会でのご挨拶とさせて頂きます。

皆様、「ご安全に！」 そして「ご健康に！」

続いて中南雅行さんの乾杯の音頭で懇親に移りました。

夫々の方の思い出等、懐かしい顔や、思いがけない人との懇談に花

が咲きました。

本年度新入会員８名の方のご紹介があり、、出席された北本時博さん

のご挨拶がありました。

１６：１５頃から恒例となりましたビンゴゲームが土屋幹事の進

行により賑やかに行われました。今年も各本部より寄贈された

ノベルティグッズの賞品（ゴルフ関係のものをはじめ、クオカード、

図書券、牛革製ブックカバー等々‥‥）をめざして。

ビンゴは全数やらず３０数名とし、残りの方は残ったものの中から希望したものを選んで頂きました。毎

年少し残るのですが、今年初めて全数なくなりました。

乾  杯 ！
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みんなで歌いましょう

ＭＩＣ見学

これも恒例となりました『みんなで歌いましょう』のコーナーでは、地頭所幹事の指揮のもと「ふるさ

と」「翼をください」そして「今日の日はさようなら」を全員で合唱。

最後に沼部幹事の一本〆で 閉会となりました。

その後Ｃ館８１・８２会議室で全員での記念写真の撮影があり、散会となりました。

全員で記念撮影
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懇親風景

Ｍ’s  station 見学
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今年も８階ロビーに会員の作品展示コーナーが設けられ、１２名の会員の方から１１作品の出品があり

ました。今回新たに「日本百名山」を完登された中村弘道さんは油絵・日本百名山スケッチ集（記録）水

彩画、金井敏幸さんはＤＩＹ賞を頂いた日曜大工の模様をＡ４パネル２枚で紹介。

また、パワーポイントを使ってMELTECの過去と現況（教育センター思斉北・南寮の竣工など）をスライ

ドショーで紹介。

素晴らしい作品（版画、水彩画、竹細工、書道、陶器等）を出展して頂いた方々に深く感謝いたします

共にお礼申し上げます。

展示会は来年以降も継続を予定しておりますが、種々な趣味をお持ちの会員も多いと思いますので、作

品の出来栄えをあまり気にせず、出展していただきたいと思います。

なお、今回展示された作品の紹介は次号以降順次ご紹介をしていく予定です。

趣味の展示コーナー 出展者と作品（敬称略､順不同）

No 氏 名 作品のジャンル 作品名 大きさ・様式

１ 金山 幸雄 陶芸

黒泥「兜」 ３０×３０×２０

黒泥「鶏籠型香炉」 ３０×３０×２０

備前焼「花入れ」 ３０×３０×２０

２ 鈴木 廣行 木版画
雨の浅草寺 ７４×５６

川越一番街 ７４×５６

展示コーナー

第13回 和光会

ＯＢ皆様の活躍の場

出典1：20年史から引用

出典2：個人ﾃﾞｼﾞｶﾒﾃﾞｰﾀ
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３ 布施 昌義 日本画
冬の富士 F１０号（７０×６０）

新緑の随心院・京都 F６号（６０×５０）

４ 沼部 光雄
水彩画 永野川の桜 Ｆ６号（５７×４７）

日光彫 壁掛け「バラ」 ３３φ 丸形

５ 笠井 宗男
油絵

新緑の上越路 Ｆ８号

初夏の湿原 F４号

書道 条幅 「絶句」 杜甫の詩 １８０×４５

６ 東山 孝幸 水彩画

小樽運河 ３０号

真鶴港ヨットの夏 １０号

日比谷公園 １０号

開港記念館 ６号

７ 中村 弘道
油絵

初冬の滝沢牧場 F２０号（６５×７７）

岳沢湿原（上高地） F２０号（６５×７７）

初秋の富士御庭 F２０号（６５×７７）

水彩画 日本百名山スケッチ集（記録） CD

８ 和田 昭喜

写真 フライ（竹細工） 半紙（横）

竹細工

へら鮒竿

８尺 4 本継

【総竹製・漆

塗り】

穂先 真竹削り穂

穂持 高野竹

元上 矢竹

元 矢竹（握り乾漆仕上げ）

９
佐々木憲一 模型

動く昇降機模型（（手動運転付き））
１８０×１７２×４６３

河原 利昭

１０ 小藤 俊雄 木彫刻
阿弥陀如来立像（桧） ５０×１５×３０

地蔵菩薩立像 (桧） ５０×１５×３０

１１ 金井 敏幸 日曜大工
爺遊楽庵

  ～ 孫と私のあそび場 ～
A4 パネル ２枚

◆ 「デンデラ野」という文化財

‥‥‥（2015-06）―山本 拓弘（馬骨）さんから投稿頂きました―

岩手県の遠野市には、国指定文化財の重要文化的景観地区が二つあります。柳田国男の｢遠野物語｣に書

かれた民話の数々が示すように、山奥での人々の素朴な暮らしが生み出した、日本人の暮らしの一つの原

風景ともいうべきものを、この地を訪ねる度に感ずることができます。遠野の重要文化的景観の一つは、

昔より馬の飼育が盛んで、「夏山冬里」方式の飼い方での夏の放牧の共同牧場であった荒川高原牧場であり、

もう一つは遠野の中心地に比較的近い土淵集落という所です。荒川高原牧場は、今も現役で、北海道の牧
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場とは少し違った雰囲気を感じることが出来ま

す。土淵地区には一部観光化してしまった地区も

ありますが、まだまだ昔を思い出させる景観がた

くさん残っています。

東北春の旅に出掛ける前に、今回（２０１４年）

は必ず遠野を訪ねてそれらの重要文化的景観を

見てみようと決めていました。今までにも遠野は

何回も訪れており、おばあちゃんの語る民話を聴

いたり、馬と同居の曲がり屋を覗いたり、或いは

民話につながるカッパ渕など、名のある所はそれ

なりに見ているのですが、この重要文化的景観な

る文化財には気づかず、土淵地区の中でも山口と

いう集落には行ったことがありませんでした。

土淵地区には、伝承園や常堅寺やカッパ渕など

名の知れた場所があるので、それらを訪ねては

いるのですが、これらを景観という視点からは

考えたこともなく、ただカッパを釣るにはキュウリが有効だなどというバカ話を現地で笑い含みで確認し

ただけでした。

今回の旅では、柳田國男の最大の協力者である地元の佐々木喜善氏の生家のある山口集落を中心に、歩

きながらそれらの文化的景観なるものを味わうことにしました。勿論事前に改めて遠野物語をじっくり再

読しました。明治の半ば過ぎにまとめられたこの著作は、戦後の時代になってさえも、日本のチベットな

どと揶揄された岩手県の山間の人々の暮らしのあり様を彷彿させる、優れた内容だと思います。しかし、

それは又、本を読んで想像するだけではなく、実際に現地を訪れない限りは、正確なイメージが浮かばな

いものでもあると思います。

現代の今では、遠野を訪れても、ほんの少し山奥の地方ということ以外は、全国どこにでもある郊外の

ショッピングモールがここにもあって、往時を思い起こせるようなものは少ないのです。昔の姿を今に残

すとことがどれほど難しいかというのを、旅の中で、様々な文化財などを見聞する度に強く感じています。

人間の暮らしというのは、常により良いものを目指して進化しており、それが生きものとしての環境適応

の本性でもあるのですから、昨日の暮らしを何の工夫も無く今日、明日も続けるというのは、出来そうで

なかなかできないことなのです。隣家がＴＶを買えば、自分も買うぞ、洗濯機が入ったと聞けば、わたし

だって、というふうに、人間の本性は止まることなくより安楽な暮らしを指向しています。ましてや、今

日のように情報の溢れる社会では、昔をそのままの姿で残してゆくというのは至難のことではないかと思

います。

そのように考えると、重要文化的景観というのは、往時の歴史背景を出来る限り正確にイメージアップ

出来る準備をしておかないと、上っ面の理解に止まってしまいます。遠野を知るためには、本当は最低で

も半年くらいは現地に足を据えて、付近の集落や山の中を歩き回るなどして、昔の臭いを嗅ぎ出すという

様な体験が必要なのかもしれません。しかし、研究者でもない自分にはそれは到底無理な話で、文献など

をベースに想像力を膨らませて景観を味わうしかありません。そのようなつもりで遠野物語を読み、現地

の景観に触れることにしたのでした。

土淵の山口集落は、遠野の駅からは東に位置する六角牛山(ろっこうしさん)を超えて釜石方向に向かう

笛吹峠を背にした小さな谷あいの集落で、その奥手の方にある水車小屋近くの駐車場に車を置くことにし

ました。水車小屋の少し下方に佐々木善喜氏の生家があり、又近くには遠野物語にも書かれているダンノ

ハナがあり、ここには佐々木喜善氏の墓もあると聞いています。案内マップでは、近くにデンデラ野とい

うのもあると書かれていました。とにかく、これらの場所を一つずつ見て歩くことにしました。

ダンノハナ付近からの土淵地区辺りの景観。静

かな農村の風景が何事もないように広がってい

た。この時は５月初旬で、田畑の耕作があちこち

で開始されていた。
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橋を渡ってすぐ先に、デンデラ野への入口

の坂道があった。

山口川に架かる高室橋に取り付けられたレリーフ。

老いた母を背負っている子は、親孝行のためではな

く、この橋を渡って母を捨てに行くのである。

先ずは水車小屋に行って見ました。昔のままの姿で残っており、水車の臼の機能は、手入れをすれば直

ぐにでも稼働させることが出来る様な感じがしました。小屋の中に足踏み脱穀機や唐箕などが置かれてい

ましたが、これらの用具は水車とは何だか不似合いな感じがしました。それでも藁ぶき屋根の小屋は、童

謡にもある村の水車という風情が存分に残っている場所でした。

水車小屋を出て少し坂を下ると、左手に佐々木喜善氏の生家がありました。今でも子孫の方が住んでお

られるようで、不躾に中を覗く気にはなれませんでした。地区を代表する堂々たる現役の曲がり屋でした。

今は瓦葺きの屋根となっていますが、その昔は茅葺きだったに違いありません。そう思うと、１００年以

上前のこの集落の中での、この家の位置づけのようなものが窺われて、参考になりました。この家の中で、

喜善氏は柳田国男と語り合い、近郊の民話や伝承などを集め、書き遺されたのだなと思いました。それに

しても、そのきっかけは何だったのだろうかと、民俗学云々とは違う意味で興味津々でした。

佐々木喜善氏の生家からほんの少し坂を下ると、左手に

デンデラ野への案内板がありました。デンデラ野の話は、

何年か前に遠野物語とは別の、知人の情報で知ったのです

が、そこが姥捨て伝説につながる棄老伝説の場所であると

聞いただけでした。遠野物語の中では、デンデラ野ではな

く蓮台野と書かれており、更に次のような説明があります。

「昔は六十を超えたる老人はすべてこの蓮台野に追い遣
や

るの習いありき。老人はいたずらに死んで了
しま

うこともなら

ぬ故に、日中は里へ下り農作して口を糊したり。そのために

今も山口土淵辺にては朝
あした

に野らに出づるをハカダチと

いい、夕方野らより帰ることをハカアガリというといえり。」

少し行くと小さな川があり、そこに橋が架か

っていました。山口川、高室橋とあり、その表

示の上に小さな親を背負ったその子と思しき

大人の像が貼り付けられていました。どうやら

還暦を過ぎた自分の親を、この橋を渡ってデン

デラ野に送って行く姿をイメージしての像の

ようでした。早い話が、親をおんぶして捨てに

行くという姿なのです。山口川に架かるこの橋

が、老人にとってのあの世への入口といった按

配でしょうか。深沢七郎著の楢山節考のイメー

ジと重なるものがあります。棄老伝説は大昔の

貧しい時代には、この国のあちこちに潜んでい

た本当の話なのかもしれません。デンデラ野とい

うのは一体どの様な場所なのであろうと、複雑な

思いは一層膨らみました。

高室橋を渡って直ぐ先の左手にデンデラ野に向

かう小さな坂道があり、そこを５０ｍほど歩くと、小さな野球場ほどの草原がありました。その端の方に

草ぶきの小さな円形の掘っ立て小屋が作られていました。どうやらその掘っ立て小屋を含めたこの草原が

デンデラ野というものらしいのです。あの掘っ立て小屋が、老人たちが共同生活を強いられた場所のよう

です。
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デンデラ野とあがりの家の景観。デンデラ野と呼ば

れる草叢は２反歩（＝６００坪）ほどの広さであろう

か。往時がどのような状況だったのかを想像するのは

難しいが、草原はこれほど刈り込まれてはいなかった

のだと思う。

あがりの家の内部の様子。このような土間の、たっ

た一部屋の掘立小屋の中で、還暦を過ぎて働き手から

見放された老人は、あの世からのお迎えが来るまで共

同生活をしなければならなかったという。

そう思いながらそこへ近づいて中を覗くと、

「あがりの家」と書かれた木の札が掛かって

いました。その意味は良く解りませんが、遠

野物語の「ハカアガリ」という文語から想像

すると、老人たちが農事から上がって集う家

という様な意味なのかもしれません。しかし、

「アガリ」ということばには、「戻る」とい

う意味の他に、「出来上がり」「一丁上がり」

というように「終わる」という意味があって、

此処は老人となっての人生の終わりの場所

であり、あの世への旅立ちの場所という様な

意味が込められ名づけられているに違いな

いと思い、何ということかと思いました。

あがりの家の中は、まん中に石で囲った囲炉

裏がつくられ、鉤吊るし（＝自在鉤）に鍋や鉄

瓶などを掛けられるようになっていましたが、

それ以外には囲炉裏を囲んで木製の腰掛が円

形に並べて作られているだけで、寝床などは何も見当たりませんでした。恐らくその昔は、木製のベンチ

など無かったでしょうから、老人は地べたに藁などを敷いて囲炉裏で暖を取りながら、そのまま眠りに就

くという毎日だったに違いありません。小さな集落にはそれほど多くの老人がいたとも思えず、恐らく２

～３人で身を寄せ合って暮しながら最後の時が来るのを待っていたのではないかと思います。人間が年老

いて生きるということの残酷さを、これほど想

わせる景色は無いと思い知らされたのでした。

今の時代、高齢者世代はこのあがりの家のこ

とをどう受け止めるべきなのでしょうか。６５

歳以上の老人が全人口の四分の一を占めよう

としている今、もしあがりの家のようなものが

あったとしたら、この世は一体どうなるのでし

ょうか。老人には想像もできない、恐ろしい世

界が現出しているに違いありません。幸いなこ

とに、今のところ現代社会には、棄老伝説など

の入り込む余地はないようです。

しかし、それは本当なのでしょうか。あがり

の家に住んでいた老人たちよりも、今それ以上

の生き甲斐を感じながら老の日々を果たして

送れているのでしょうか。大いなる疑問が湧き

上がります。例えば「孤独死」という哀しい人

生の終焉がありますが、身内との連絡もとれな

いままに、独りで最期を迎えるというのは、デンデラ野での共同生活よりもより厳しいように思えます。

また、我が身の処理が自身で出来ない状態となった時、今までの暮らしの場で最期を迎えることなど叶う

はずもなく、見知らぬ老人ホームやグループホームという名の現代的デンデラ野に行かざるを得なくなる

のは必定であり、それはもしかしたらデンデラ野以上に厳しく悲しい人生の終末期となるのかも知れませ

ん。
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認知症という恐ろしい病がありますが、今の世に、己が生きていることの自覚さえも病に奪われた状態

のままで、生き続けるというのは、デンデラ野のあがりの家に追い遣られた者が、哀しみを通り越して諦

めの宿命を噛みしめながら生きているよりも層倍の悲惨さの中にあるようにも思えるのです。死に時を自

ら選ぶこともできず、徒(いたずら)に生き続けるというのは、真に哀しいことではないかと思うのです。

デンデラ野の掘っ立て小屋を後にしながら、思いは一層複雑となりました。ここに来てこの景観を見て

いる自分も家内も、もし往時だったなら、あの掘っ立て小屋の中に横たわって、元気な時はハカダチとハ

カアガリを繰り返しながら、あの世からのお迎えを待っている世代に入っているのです。デンデラ野は、

老人がどう生きて死を迎えるかについて、これから先もずっとその時代に生きる人々に課題を与え続ける

に違いないと思ったのでした。 〔東北春の旅から・遠野のデンデラ野を訪ねて〕 （2014年6月記）

                                                                                                                             

◆ 新入会員紹介

第１２回総会後入会された方は下記の方々８名で、第１３回総会にてご紹介しましたが、当日欠席された

方もおりましたのましたので改めてご紹介いたします。

木瀬 吉昭さん

この度、和光会に入会いたしました木瀬吉昭です。

３年程前に総会に会社代表（当時ファシリティ事業本部長）として出席さ

せて頂きましたので、お見知りおき頂いている方もいらっしゃるかと思いま

す。

現在は、本年４月より（株）菱サ・ビルウエアの社長に就任（転籍）して

おり、池袋に通勤の毎日です。

時間的余裕ができるのは今暫く先になりますが、できる限り会に参加して

いきたいと思いますので、よろしくお願い致します。

北本 時博さん

昭和４８年入社、東京支店中央営業所配属、入社以来営業畑一筋です。東関

東支社長、関越支社長、横浜支社長を経て顧問になり、初めて本社勤務にな

りました。本社は縁がないと思っておりましたが、最後にご縁があったよう

です。それで和光会に入れて頂きました。

これからは、皆様とご一緒に楽しく過ごして参りたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。

小泉 俊一さん

昭和５１年４月入社。広島支店（現中国支社）配属。本社、東京支社、中国支社、中部支社に勤務。

平成２７年３月退社。

現在トーコービルシステム勤務。
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嶋津 晃さん

２０１５ 年４月１ 日付けのメルテック・ビジネス（株）へ転

籍し、和光会に入会させていただきました昭和５５年入社の嶋

津です。

今後は、皆様のご指導を仰ぎ会の一員としてお手伝いさせてい

ただきたいと思っております。

また、この入会を機にいままでの仕事に加え、家庭や地域など

との関係、趣味の充実など、諸先輩方の有意義な活動を参考に

させていただき、じっくりとセカンドステージのプランを検討していきたいと思っております。

清水 啓市さん

昭和４９年(１９５１年)大量採用の残党の一人、清水啓市です。本年３月東

京メルテック(株)退任を機に和光会に入会させていただく事になりました。

多くの方から退職後の生活設計を質問されますが、現場リスクを抱えてきた

ストレスからの開放にえも言われぬ安堵に浸っているところであり、今は「仕

事にはもう就かない」を主義に日々を過ごしています。趣味の中で変わった

ところとしては女性ジャズミュージシャンのライブ撮影があり、ＣＤジャケ

ットやフライヤー、HP用に撮影依頼も増えてきました。夜な夜な重たいカメ

ラを片手にライブバーのカウンターでグラスを傾けています。

竹村 知美（旧姓：澤）さん

平成１０年６月入社。本社総務部に勤務。

平成１４年１２月退社。

中島 征夫さん

旧技術本部や現エンジニアリング本部に所属していました中島

征夫と申します。

私は防災機器メーカーの在籍が長かったのですが、監理技術者

資格絡みで転籍し、１９９８年４月から２０１５年３月までの

１７年間の歳月が経過しました。在籍期間が多くの会員の皆様

の半分にも満たない１７年間で大変短く、和光会の案内を事務

局の方から頂いたときに、この在籍年数では会員にはなれない

のでは？準会員程度では？とお聞きしたのですが、「問題はあり

ません」とのことでしたので、恐れながら会員申込みさせていただきました。退職後、４カ月近くが経過

しましたが、この間、例年７月に教育センターで開催の消防設備技術研修の支援や、教育センターの研修

用教材の整備等の支援をさせていただきました。

他に東京消防庁災害時支援ボランティア活動をやっています。これは、震災時、大規模災害時、大規模自

東京消防庁災害時支援ボランティア

ユニホームです
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然災害時に消防活動支援を行うもので、定期的に、応急救護活動、消火活動、救助活動などについて訓練

をしています。６月は土砂災害対応訓練、総合水防訓練等を実施しました。

末永いお付き合いをよろしくお願い申し上げます。

姫野 廣さん

昭和４８年４月入社。本社工事部配属。本社昇降機本部、九州支社福岡営業所・西九州営業所、本社

マーケティング本部・営業本部に勤務。

平成２７年３月退社。

◆ 訃報ご報告

E－MAIL会員各位へはINFORMATION №１２７でご連絡申し上げましたが、会員で取締役人事部長や総合生

産・技術センター所長等を歴任された篠崎 健彦氏が４月４日 ご逝去（享年９６）されました。

改めてここに哀悼の意を表し、謹んでご報告申し上げます。

故篠崎 健彦氏は昭和３２年３月に入社され、本社冷凍機課、昭和４０年２月 本社業務部冷凍機課 課

長、昭和４３年９月 広島営業所 所長その後広島支店 支店長、昭和４６年６月 本社人事部 次長等

を歴任され、昭和５０年５月本社取締役 人事部長に就任されました。昭和５４年８月本社 取締役総合

生産・技術センター所長、監査役、顧問を経て昭和６２年６月退任されました。

◆ MELTEC情報

○ 2015年4月1日現在MELTECデータ（社員数・事業所以外は2015年3月31日現在）

・社員数 8,949名（役員、出向(受)を除く）     

・事業所数  本社ほか  計276ヵ所    ・昇降機保守契約台数（全機種）     244.6千台

・冷熱保守契約台数     420千台    ・遠隔監視サービス（メルセントリー）件数 20千件

・ビル設備保守件数       30.2千件    

◆ 事務局より

・ 第１３回目の総会も大変盛り上がり、無事終了いたしました。

今回もいつものように各事業本部よりノベルティグッズをご提供くださいました。

・ 和光会会報№３４より「くるま旅くらし心得帖」の山本拓弘氏よりくるま旅について投稿いただいてお

りますが、今回も投稿いただきました。

    なお、山本拓弘氏の「くるま旅くらし」の最近の様子は下記プログに載っておりますので是非ご覧くだ

さい。

http://blog.goo.ne.jp/vacotsu8855

   「山本馬骨」で検索しても可能です。

・ カレンダーの追加・手帳の頒布については和光会会報№４１でお知らせしたように、カレンダーの追

加・手帳の頒布を２０１６年分から有償申し込みを受け付けることにし、和光会会報№４１ではゆうち

ょ銀行の振込用紙を同封する予定でしたが、町屋郵便局には在庫が少ないため同封できませんでした。

ご迷惑をおかけいたしまして誠に申し訳けありませんでした。
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・ 和光会の連絡・問い合わせ窓口について

第６期より会社（人事部）が和光会を全面的に支援してくださることになり、ＯＢ会事務作業（会員と

の連絡・通知、１１９４・カレンダーの送付等）を人事部の委託によりＭＴＢにお手伝いいただいてお

り、ＭＴＢの担当は総務・人事支援部（部長：武田 修）で変わりありませんが、第１３期より連絡・

問い合わせ窓口は下記のとおり変更になりました。

        担当：木村 律子ＢＤ、佐々木 敏行、野原 菜穂

電話：03-3803-8865（代表）

ＦＡＸ：03-3803-8875

E-mail：meltec-OB-wakokai@mtb.ssg.meltec.co.jp

・ 住所変更等通常の連絡・問い合わせはＭＴＢの上記和光会担当か、和光会事務局（寺門）で済むと思い

ますが、会社の人事部の窓口は年金・基金を担当している方で次の通りです。

担当：大嶧 勝則 ＳＫ

             電話：03-5810-5392（ダイヤルイン）

            ＦＡＸ：03-5810-5501

             E-mail：oheki.katsunori@meltec.co.jp

・ ２０１５年度会費納入対象の方は２００３年（創立時）、２００６年、２００９年および２０１２年に

入会された方々になります。対象者宛に先回「１１９４」「和光会会報」送付時振込用紙を同封いたしま

したが、会費「4,000円（２年分）」の振り込みが未だの方は次の口座宛振り込み賜りたくよろしくお

願い申し上げます。

会費振込先：ゆうちょ銀行

［記号］ ００１００－７

［番号］ ６５０８９６  

［加入者名］ 和光会

・ E－MAIL会員各位へはINFORMATIONをお送りしておりますが、最近不達が増えておりますので、メ－ル

アドレスの変更時は速やかにご連絡をお願いいたします。

・ 「和光会会報」・「１１９４」・カレンダーなどを会員宛送付しておりますが、宛所不在で戻ってくるこ

とがありますので、転居・住所表示変更等の場合は速やかにご連絡をお願いいたします。

・ パソコンのある方は、会報や総会写真を下記和光会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

     http://www.geocities.co.jp/Milkyway-Kaigan/5992/

  

2015-8-2 和光会事務局 寺門 三男

029-872-4122 mitsuotera@jcom.home.ne.jp

皆様の日頃の活動やグループ活動などのお便り・投稿をよろしくお願いいたします。


